








連載されている間（一九〇〇［明三三］ ・八・一七～一九〇一・五・二〇） 、投書欄「落葉籠」へ日々掲載された投書から、新聞読者の人気の度合いを如実に看取 うる小説であった。そこでは読者同士が意見を交わすだけでなく、作者および編集側が投書に対して積極的に返答していく様子などをたど ことができ 。テクストに対する読者からの注文に対し、作者が迅速に応じて単行本化する際の加筆・訂正に繋がるといった事態からも分かるよう 、新聞紙面は
者と作者が交流する、生き生きとしたインターフェイスであった。しかも、編集側は社説や家庭欄などにおいて、連載小説の物語内言説と連動するような記事を展開し、紙面全体で読者を巧みに啓蒙しようとする戦略性も発揮していた。
しかし、一方の「乳姉妹」が連載されていた二～三年後の紙面で
は、かつてのような読者との生き生きとしたやり りは鳴りを潜め、投書欄における「乳姉妹」への言及は、以下に確認するようにごくわずかである。後年、 「己が罪」と一対で語られ、と に「己が罪」にも勝る人気ぶりが語られることを思えば、このことはいささか不思議なことのよう 思われる。「乳姉妹」は、一九〇三［明三六］年八月二四日から一二月二六日にかけて連載された（単行本は、一九〇四［明三七］年一月に前編が、 同年四月に後編が、 春陽堂か それぞれ刊行された） 。しかこの期間の投書欄「秋草集
⑵
」のなかで、 「乳姉妹」についての投書




























自身の言葉であり、その内容を裏づける第三者の証言などを紙面から見出すことは きない。これは一体なぜなのだろうか。これはおそらく、もはや「己が罪」連載時のように紙面を挙げて盛り立てるということをせずとも、 「乳姉妹」 がはじめから 「家庭 読もの」 「家庭の間に愛読さるべき清新の小説」 （ 「新小説披露」 、 「大阪毎日 一九〇三［明三六］ ・八・二三）として打ち出された「家庭も 」として、その存在感を紙面において確固 るも にしていたということだろう。
このことを証拠立てるものとしては、舞台化に関する記事を挙げ
ることができる。かつて、 「己が罪」 舞台化については、その連載が終了したのち、朝日座の新俳優たち 舞台で上演 ほしいという読者からの投書が現れ、そ リクエストに応えた「己が罪」劇の初演は、連載が終了 から四ヶ月後も経ってからのこ であった。しかし、 「大阪毎日」の懸賞小説募集に当選した ち連載された「無花果」 （一九〇一［明三四］ ・三・二八～六月一〇）の場合では、投書欄における の投書があまり見受けられないに かわらず、作品の舞台化を望む読者の声 けは連載中か 寄せられ
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出店頭の装飾として乳姉妹第三十七回の挿絵をそのまゝ房江綾子健三人の人形を作り、房江には矢絣お召縮緬に蝦茶朱子の袴、綾子には牡丹模様友仙縮緬の衣装 繻珍金通しの帯をしめさせ、健には八丈の水平服を着せ、また房江の手には画面通りの野菊の花を持たせ、十、十一両日の顧客に対しては添ものとして一尺余りの野菊の作花に短冊を添へたるを呈するといふ面白き新趣向といふべし、猶こ 人形は売出後も陳列し居 由
また、これと似たような内容を報じたものとして、連載終了後の
















対して房江は、 「淑 の心掛」として重要なのは物識りであることよりも思いやりの深さであると述べ、自分のことは忘れて人のことを思いやると う「誠
まこと
実の心」について説く。しかも、こうした房
江の啓蒙的な言動は、この後、恋愛をめぐる三角関係 なかで、自らの恋愛感情を犠牲にする振る舞いと て実践されるこ で裏打ち
され、強調されることになる。
さらに見逃せないのは、このような「完璧」な「理想の女」とし
て造形された房江を後押しするかのように、新聞紙面では幽芳による「慈善事業と日本婦人」 （一一・二九）と題した評論文が並行して掲載されていたことである。読者に対して「愛と平和」は「女性の標識」であると呼びかける幽芳は、 「一家に表はれては家庭の和楽となり、社会に表はれては社会の調和を来す」と述べ、女性の愛と平和の力が社会方面に発揮され 機会として、慈善事業を勧める。「淑女諸君」と呼びかけるこの文章は、元来、大阪の貴婦人や令嬢たちが博愛社 ために開催した慈善音楽 席で幽芳が行った演説の内容を要約したものである。 かし、これが新聞紙面 掲載されることとなれば、これは専ら貴婦人や令嬢を対象に行われ、その場限りのもの して流れ去ってしまう演説 は異なった意味を帯びることになるだろう。言うまで なく、新聞読者には貴婦人や令嬢ばかりでなく、庶民階層の女性もいれば、男性読者もいる。ここには、女性の愛と平和の力こそ 慈善事業を通して「社会の調和をもたらす」という啓蒙的なメッセージを発信しようとする「大阪毎新聞」および菊池幽芳の意志を感じ取ることができる。加えて、 「乳姉妹」との関連で興味深いのは、幽芳も演説を行い、
「紳士淑女の来会者多く非常の盛況を呈し」たとされるこの慈善音楽会においては、 「乳姉妹」その他 活人画が余興と て行われたという事実である（ 「慈善音楽会の景況」一一・二三） 。この活人画こそは、単行本前編の「はしがき」においても言及され、その様子を伝える写真が単行本前編にも口絵として載せられたもの であった。
― ―58
これらのことから窺えるのは、房江のような存在こそは、世の女










いう理由を挙げていることである。今日でこそ、 「家庭小説」というジャンルの代表作として、幽芳の「己が罪」 「乳姉妹」 、中村春雨の「無花果」ほかのテクストが挙げられることが多いが、新聞連載時において、書く側にも読む側にも「家庭小説」という認識がなかったことは、これまでに拙稿で論じてきた通りである
⑹
。 「己が罪」
や「無花果」が つど ようにして「家庭小説」と見なされていったのかについては、未だ詳らか しないが、少なくとも 乳姉妹は作者自身によって「家庭小説」 ある
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ということが自明の前提と



















































で刊行された一連の「家庭小説」の登場 済んだ後 あった（さらに言えば、この直後、一九〇四年一月から田口掬汀の「女夫波」が「万朝報」で連載され、七月には「家庭小説」の角書きを添えて金色社より単行本として刊行されている） 。
注目すべきことは、ここに挙げた作品群のうち、今日一般に「家
庭小説」として知られている は「乳姉妹」と「女夫波」だけであり、それ以外の作品の多くが、いずれも少年や少女の読み物であり、今日の一般的な認識では、むしろ児童文学とし カテゴライ されるものだということである。
言うまでもなく、 「家庭小説」 いう用語・概念は、後年の文学
史叙述においては児童文学の謂 なく、明治期後半から大正期にかけて流行した、ある特徴を有した特定の小説群を意味する。その特徴とは、雑駁にまとめれば、①ヒロインが運命に翻弄さ て耐え忍び、②波瀾万丈の末にハッピーエンドを迎えるというも であり、③その多くは新聞小説として発表され、④新派の舞台などで上演されることで人口に膾炙した、というものである。と わけ、ヒロイ











かる作物を供給したる著者 労を多とする（略） 」 （田口掬汀） （ 「万朝報」一九〇四・二・二） 、 「家庭小説として
0000000
推薦の栄を負ふて余り
有らむ」 （ 「帝国文学」 一九〇四・二） 、 「精婉なる家庭小説なり
000000
」 （ 「白
百合」一九〇四・二）などというように（傍点引用者） 、こが「家庭小説」であるということは疑われることがない。こ とは、かつて新しく世に出た小説に対し 、そ がどのよう ジャンルに帰属するものなの ということを文壇の内部 いる文学青年や学者たちが挙って規定した、 時期のジャンル命名競争 時期
⑿
とは






当てはまるということについても指摘しておきたい。のちに「家なき子」の邦題によって親しまれるエクトール・アンリ・マロによるこの小説は、 単行本になる前年、 「読売新聞」において一九〇二［明三五］年三月一日から七月一三日まで連載された新聞小説であるが、新聞連載時から「家庭小説」の角書きが付されてい 。そして、単行本にもこの角書き 引き継がれた。だから、 乳姉妹」の同時代評において 、 「先に公にせられし五来素川氏の「まだ見ぬ親 と共に家庭に於て愛読せらるべき資格あるを見 」 （ 東京毎日
⒁
」 ）
というように、 「乳姉妹」と「まだ見ぬ親」とは同列に引 比べられて受容されていたのである。このと 、 「家庭小説 という名に対応する意味は、単 「家庭に於て愛読せらるべき」 いった程度のものでしかない。
しかし、それならばなぜ「まだ見ぬ親」はのちに確立される「家
庭小説」のカテゴリーに包含されず、幽芳の「乳姉妹」は説」の代表作として語られ続けたのか。この問題について考えるためにはやはり、幽芳 小説の人気の高さと、舞台化との関係を指摘しておかなければならないだろう。伊原靑々園は、のちにまとめた「新聞小説の変遷」 （ 「早稲田文学」一九〇七・四）のなかで次のように述べている。
　（執筆者注―新聞小説は）近年に至つて幽芳氏に占領せられて、家庭小説時代となつた。それ迄は大阪の新聞小説は東京文壇を動かす事抔なく、又大阪の物を東京の舞台に上すなど云ふ事はなかつたが、幽芳氏の小説が春陽堂から単行本として出版せらるヽやうになり 役者の中にも高田実の如きは当時大阪に居つて後東京に帰ると云ふ風に東西の劇場を往来するやう なつた、それ等のいろ〳〵の原因からして幽芳氏のものは中央読書界を動かすのみならず 中央の劇壇に迄有力のも となつた。即ち大阪の新聞小説が東京の芝居に上せられたは幽芳氏から始まつたのである。
幽芳の小説が、新聞小説としてヒットしたことと、大阪の朝日座












この頃の「大阪毎日」の投書欄は、 「なつこだち」 「秋草集」 「落葉かご」
など、その名称を季節ごとに変え、季節感を出していた。
⑶










































二〇〇五年に日本文学協会におい 口頭発表した（ 「 「小説」をめぐる言
説編成
―
〈社会〉と〈家庭〉のあいだ
―
」 、二〇〇五・七・一七） 。
⒀
　
原作はエクトール・アンリ・マロの
Sans fam
ille
であり、 「読売新聞」
で翻訳が連載された際には「
家庭小説
まだ見ぬ親」とされていたタイトルが、
単行本化に当たって『
家庭小説
未だ見ぬ親』とされた。
⒁
　
年月日、未確認。
